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未来の農業を拓く海外販路構築支援事業（変更）計画書（事業実績書）

１．申請者概要
	申請者名：
	代表者役職・氏名：

	住所：

	電話番号：
	業種：

	担当者名：
	E-mail：

	事業実施主体の業種（該当する業種に☑）

☐　農畜水産業者

☐　農業協同組合、 農業協同組合連合会、 漁業協同組合、食品等事業者（食品を製造し、加工し、調理し、貯蔵し、販売する者若しくは法人）、流通事業者

☐　上記のいずれかが含まれるグループ



	輸出に資する環境整備の状況



· 取得している国際衛生認証（要領別表２参照）を記入、認定を受けた写しも併せて提出すること
該当がない場合は該当なしとして記載

















２．事業の内容及び必要経費
· 補助対象となる事業は要領第３に掲げる内容とする。
	（１）事業の目的


	（２）対象地域及び品目
①対象国　☐１年目　☐２年目　☐３年目　☐その他（　　　　）
（ex）ベトナム、米国、EU
· 対象とする国の記載に合わせ、対象国への取り組みが何年目であるか、上記チェックボックスにご記入ください。

②対象品目　(ex)柿加工品（干し柿） 
· 加工食品を対象とする場合は、その原料の仕入元を別紙に記載の上、添付すること。

	（３）具体的な内容　　
※　具体的な実施内容を記載すること。
※　対象とする国、地域及び品目について、選定の根拠を示すこと。
　　eｘ）商談記録、選定した国のニーズ状況など、対象国や出展する展示会、開催するイベントの選定理由等）

　(ex)　
1. 商談会開催
現地商社の○○社が主催する商談会に参加し、現地バイヤー向けに直接ＰＲする。
　開催日：〇月〇日
　場所　：○○ホテル会議室（ベトナム/ホーチミン市）

1. ＰＲ資材の作成
（対象国）でのＰＲに合わせ、現地語を用いた商品パンフレットを○○部作成する。





	（４）実施スケジュール
· 「（３）具体的な内容」に記載した内容について実施時期が分かるよう記載してください。

	[bookmark: _Hlk222492877]
	令和（　）年度

	
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	1. 商談会開催(ex)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	
	令和（　）年度

	
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	1. ＰＲ資材の作成

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



· 適宜行を追加してください。


	（５）事業経費

	別表１における取組内容
	取組内容
	事業費（円）

	
	
	税込価格
(a)=(b)+(C)
	税別価格
(b)
	消費税額
(C)

	海外販路の拡大
	1 商談会の開催
（渡航費）
	○○円
	△△円
	□□円

	
	①　商談会の開催
（商談会参加費）
	○○円
	△△円
	□□円

	
	② ＰＲ資材作成
（消耗品）
	○○円
	△△円
	□□円

	合計
	○○円
	△△円
	□□円


※　（３）事業内容に記載した事業について必要な経費を計上してください。
※　別表１の「取組内容」に対応させて記述してください（対応する記載がない場合は修正して下さい）。
※　必要に応じて、適宜行を追加修正してください。
※　計画作成時、海外への輸送費や渡航費等の消費税額が不明な場合は、税込み価格と税別価格を一致させて書いてください。
（消費税をゼロ円で記載してください。実績報告時に関係帳票により精算します）

	未来の農業を拓く海外販路構築支援事業
	負担区分（円）

	
	県補助金
	その他(自己資金等）
	計

	
	
	
	


· 補助金は、千円未満切り捨てで記入ください。


	（６）輸出目標（実績）
【目標】
現状の輸出量（直近の年度における輸出量）【Ａ】：○○(㎏)
目標年度における輸出量　　　　　　　　　【Ｂ】：○○(㎏)
輸出の増加率（Ｂ/Ａ×100）
○○％
※本事業の対象とする品目のみ
単位：kg，千円，％
	
	品目・商品
	国・地域
	輸出量及び金額

	
	
	
	目標
	実績

	現状
（　年）
	
	
	
	輸出量：
金　額：

	１年目
（　年）
	
	

	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：

	２年目
（　年）
	
	
	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：

	３年目
（　年）
	
	
	輸出量：
金　額：
	輸出量：
金　額：


· 年度毎の輸出実績額を記載してください。



	（７）評価基準における自己採点
	Ⅰ事業実施主体の業種による基準
	Ⅱ輸出に資する環境整備の状況による基準
	Ⅲ取組内容に関する基準
	Ⅳ目標設定による基準
	Ⅴ過去の実績等による基準
	総ポイント数

	
	
	
	
	
	



· 計画の評価基準を確認し、自己採点を行った結果を記載してください。
· 過去、新規輸出品目促進事業をご活用された場合は令和７年度における成果目標達成状況（目標額：実績額）についてもご提示ください。





	（８）事業実施年度の事業評価及び課題とその対応策等　※実績報告時に記入
· 実施した事実だけでなく得られた成果やどのような反響があり今度にどう繋げていくか、また今後の課題等も含めて具体的に記載してください。
· 商談、展示会、イベント等は実施したことが分かる写真を掲載してください。
· アンケート等の調査を行った場合はその結果も掲載してください。
· 新規で輸出を行った場合は、輸出した流通ルートについてもご記載ください。








別紙　仕入元等の説明書
	（記入例：加工食品輸出の場合）
	商品名
	だんご粉
	産地
	重量
（割合でも可）
	年間購入量（ｔ）

	原材料
	うるち米
	岐阜県
	55%
	55ｔ

	
	もち米
	岐阜県
	45%
	45ｔ

	商品重量
	
	
	
	100ｔ


· 事業の対象とする商品および原材料の数量を記入してください。
· 製造元からの聞き取りなどにより記載してください

（記入例：青果物を輸出する場合）
	商品名
	富有柿
	産地
	重量
（割合でも可）
	年間購入量（ｔ）

	原材料
	柿
	自社生産
	
	2ｔ

	
	柿
	〇〇市　〇〇氏
	
	2ｔ

	商品重量
	
	
	
	4ｔ


· 事業の対象とする商品（農産物）の数量を記入してください。


	商品名
	
	産地
	重量
（割合でも可）
	年間購入量（ｔ）

	原材料
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	商品重量
	
	
	
	



	商品名
	
	産地
	重量
（割合でも可）
	年間購入量（ｔ）

	原材料
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	商品重量
	
	
	
	



	商品名
	
	産地
	重量
（割合でも可）
	年間購入量（ｔ）

	原材料
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	商品重量
	
	
	
	








- !式の終わりが正しくありません。 -


